










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































かに Die Vereinten Nationen だが、ここでの英語の Nationとは「国民」で
はなく「国家」と見るべきではないだろうか。つまり本来なら独訳は Die 
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【付記】
　　筆者は2013年１月12日のホルスト・メラー教授古稀記念晩餐会（バイエ
ルン・カトリック・アカデミー）でヴィグディス・ニッパーダイ女史と同席
する機会があり、更に同14日にメラー教授（ニッパーダイのベルリン自由
大学時代の助手）と現代史研究所で２時間討論する機会を得た。
　　ニッパーダイ夫人は1944年ベルリン近郊の生まれで、法学を修めて CDU
党員となり、ミュンヘン移住後は CSU党員、イッキング村議会議員、ミュ
ンヘン工科大学顧問会議議長などを歴任したが、元党首シュトイバーとは対
立関係にある。彼女によれば、（1）義父は一部ユダヤ系の血統を引いていた
ため、国民社会主義時代は穏便に徹するしかなかった、（2）夫は戦争末期に
ケルンで防空補助員として勤務した、（3）夫はシュミット政権の中距離核問
題を契機に SPDを離党した、（4）夫はナショナリズムを支持しては居らず、
妻と異なり東西統一後のベルリンへの首都移転に反対していた、（5）夫は
ヴェーラーとは学問的に困難な関係にあったが、ヴィンクラーとの関係は良
好であり、彼のドイツ史や西洋史の概説も受け入れただろう、（6）夫にはカ
トリックへの反感はない、（7）夫は常に E・R・フーバーを傍らに置いて作業
をしていた、という。
　　メラー教授は1943年ブレスラウ生まれの近世・現代史家で、2011年まで
現代史研究所長、ミュンヘン大学教授であった。2000年にエルンスト・ノ
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ルテへの讚辞問題で筆者の当時の指導教官ヴィンクラーと激突し、今回は筆
者の受入研究者であった。現在はＦ・Ｊ・シュトラウスの伝記を執筆中とい
う。彼によれば、師ニッパーダイのミュンヘン行きには二つの理由があった。
学生運動期のベルリン自由大学では、過激派学生が意見の異なる教授に、尾
行する、自動車にスプレーを塗る、恫喝するなどの行為を加え、その結果（因
果関係は明瞭ではないが）心臓発作で死去するものまでいた。また哲学部長
として博士号なき新学長クライビヒの方針にも同意できなかったので、師は
ベルリンを離れた。加えて、当時の西ベルリンが東ドイツに囲まれた大変不
便な地域だったのに対し、ミュンヘンが西ドイツの知的中心地となっていた
ので、師も招聘に魅力を感じたのだという。
　　二人の意見は全て鵜呑みには出来ないが、取り敢えずここに記録として留
めておく。
